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《今後の主な予定》 

6 月 30 日～7 月 1 日 平和フォーラム中国ブロック会議（鳥取） 

7 月 6 日(月) 第 45 回反核平和の火リレー出発 

7 月 7 日(火) 就職差別撤廃を求める要請（県庁／他） 

7 月 8 日(水) 平和フォーラム・原水禁会議（連合会館） 

7 月 13 日(月) 被爆 81 周年原水禁大会第 2 回実行委員会（自治労会館） 

7 月 24 日(金) 第 45 回反核平和の火リレー到着 

7 月 25 日(土) 被爆 81 周年原水禁世界大会・福島大会 

8 月 4～6 日 被爆 81 周年原水禁世界大会・広島大会 

8 月 7～9 日 被爆 81 周年原水禁世界大会・長崎大会 
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被爆 81周年原水禁大会の成功へ 

県実行委員会を結成 
原水禁世界大会広島大会の開催まで

２ヶ月となった 6 月 1 日、「被爆 81

周年原水禁世界大会広島県実行委員会

結成総会」が自治労会館で開催されま

した。 

主催者を代表してあいさつした金子

哲夫代表委員は、原水禁大会の名称に

「被爆〇○年」と付けられている意味

を解説。「広島、長崎の被爆の実相を

原点とし、被爆から〇〇年経っている、

核兵器の使用を押しとどめることがで

きたという意味。先人たちの思いが込められている名称の付け方」と紹介しました。そ

の上で、高校生平和大使を中心とした若い人たちの活動を紹介しながら、「次の世代に

核のない世界を引き継ぐための大会にしていかなくてはならない」と大会成功への協力

を呼びかけました。 

続いて、今年広島から選ばれた第２９代高校生平和大使３人の決意表明と、４月２５

日～５月２日にかけてニューヨークで行われた NPT 再検討会議に県原水禁団として参加

http://www.hiroshimaken-gensuikin.org/
http://kokoro2016.cocolog-nifty.com/shinkokoro/
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した皆さんから報告を受けました。 

その後、県実行委員会大瀬敬昭事務局長から、広島大会の概要が説明され、大会成功

のための協力を要請しました。 

被爆８１周年原水禁世界大会広島大会は、例年通り８月４日に折り鶴平和行進が行わ

れ、その後、広島県立体育館グリーンアリーナで開会総会を行い、５日は６つの分科会

と青年を対象とした１つの特別分科会、そして２つのフィールドワーク、４つの「広

場」を市内各会場で開催し論議を深めます。最終日の６日は、県民文化センターで午前

９時から「国際シンポジウム」を開催し、最後に「まとめ集会」を開催する予定です。 

なお、大会成功のため取り組まれる、東・西・北の３コースによる平和行進、７月６

日から２４日までの日程で開催される「第４５回反核平和の火リレー」の成功のための

協力も要請しました。（大会の主な日程は 8 ページの表の通り） 

 

NPT 再検討会議派遣団が活動を報告 
2026 年 4 月 27 日から 5 月 22 日の間、アメリカ・ニューヨークの国連本部で開か

れた NPT 再検討会議に合わせて原水禁国民会議の一員として参加した広島県代表団が 6

月１日、原水禁大会実行委員会に参加し、活動の報告を行いました。ここでは、県原水

禁代表委員の髙橋克浩さんの報告を紹介します。 

◇ 

原水禁国民会議の派遣団（全国か

ら 25 人）は、４月２５日から５月

２日、８日間の日程でニューヨーク

の国連本部を訪問し、会議の傍聴や

サイドイベントへの参加、各国の

NGO 等との交流を行い、核兵器廃

絶への活動を行ってきました。広島

県原水禁からは、秋葉代表委員・二

世協から上野さん・高校生平和大使

の下田さんと寺本さん・自治労から

草地さん・宮下さん・黒瀨さん・前

西さんと、髙橋の 9 人でした。 

４月２５日に羽田空港を発ち JFK

空港にお昼前に到着し、小雨が降り

しきる寒い中、「9・11 メモリア

ルミュージアム」に平和学習に行き

ました。 

周辺は地下街やミュージアムが整

備され、亡くなられた方々を追悼す

るノース・サウスプールには亡くな

った一人ひとりの名前が記載されて

いました。また、ワールドトレード

センター（世界貿易センタービル）

跡地にミュージアムが建設されてお

り壁や柱・基礎などそのまま展示さ

れ、写真や破壊された建物の一部・

救助に向かい被災した機材など展示

されており当時の悲惨な状況を伝え

ていました。 

二日目（26 日）は、午前中、ア

写真上＝市民団体主催の集会で発言する高校生平

和大使、同中＝横断幕を掲げてパレードに参加す

る原水禁代表団 
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メリカの市民団体が主催しニューヨーク公立図書館前で開催された集会に参加、原水禁

から染共同議長、被爆者の長崎原水禁

・川副(かわぞえ)さん、全国被爆二世

協の崎山さん（長崎）・上野さん（広

島）、高校生平和大使の才津さん（長

崎）がそれぞれの立場から核兵器廃絶

に向けた１分スピーチを行い、その後、

国連まで 1.5 ㎞を核兵器廃絶を訴えて

行進しました。 

 午後からは、国際会議「平和と核兵

器のない世界への道」に、多くのアメ

リカ市民も参加され、「核兵器の人道

的影響」「核兵器廃絶」「今後に向け

て」の３つのセッションに分けた議論

が行われ、日本からは秋葉代表委員が

登壇し、「2035/2045」ビジョンに

ついて、期日を設ける必要性や核先制

不使用の取り組みなど、核兵器廃絶に

向けた提起が行われました。 

三日目（27 日）は、NPT 再検討会

議開会総会を傍聴しました。 

 グテーレス国連事務総長は、「今こ

そ真の平和への唯一の道である軍縮と

核不拡散の取り組みを改めて誓うべ

き」とし、日本被団協のノーベル平和

賞受賞に言及して、核兵器廃絶に向け

た NPT 再検討会議の重要性と責任を

訴えられました。 

開会総会の中での発言では、アメリ

カ・オーストラリア・イギリス・アラ

ブ首長国連邦の代表が、イランの核開

発問題に触れ、副議長をイランが務め

ることに反対する一方、イランはアメ

リカの政治的発言を批判し、イスラエ

ルの核開発を支援していることなどを

挙げて、アメリカの副議長に反対しま

した。そして、ロシアはアメリカなど

の発言に対し遺憾の意を唱え、政治的

攻撃が成果文書に影響しないように求

める発言をしました。 

 さらに、アメリカは中国の負担金に

ついて発言し、中国が反論するという、

核保有国による他国を批判する発言が

冒頭から続きました。 

 その後、昼食休憩の間に国連会議場

ロビーで日本被団協が行う「原爆展」のセレモニーに参加しました。 

 続いて、国連内サイドイベントの「核戦争リスクを軽減するアプローチについて」に

写真上＝国際会議で発言する秋葉代表委員(左)、

同中＝国連総会会場、同下＝中満泉国連事務次長

（右から 2 番目）に署名を手渡す染裕之原水禁国

民会議共同議長・芳野友子連合会長・渡 邊啓貴

KAKKIN 議長(左から) 
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出席しました。日本からは原水禁の秋葉代表委員が「日本が核武装に向かえば、核武装

に向けた世界のたかが外れかねない。その流れがエスカレートすれば世界が滅びる。中

堅国が結束して核保有国に対して先制不使用を宣言するように求める」とスピーチされ

ました。 

 夜は、ニューヨーク市立大学で高校生平和大使がスピーチするイベントに参加しまし

た。 

四日目（28 日）は、原水禁と核のないマンハッタンプロジェクト共同開催の「核被害

者の権利確立：若い世代の役割」と題したサイドイベントに参加しました。被爆者を代

表して川副さんより「被爆体験証言と核兵器の三度の使用を許さない」、二世協から上

野さん崎山さんが「被爆者援護法の適用除外とされている被爆二世の直面する課題と健

康不安」、高校生平和大使からは「若い世代の核兵器廃絶を訴える取り組み」について

報告し、核廃絶に向けた議論を行いました 

五日目（29 日）は、午前中は、原水禁・被団協・生協・原水禁 4 団体合同で「核兵

器のない平和な世界へ転換を 国際連帯」と題した集会が開催され、各団体の取り組み

報告の後、アメリカ・フランス・イギリス・日本から核兵器のない世界をどう展望する

かパネルディスカッションが行われました。 

 午後は、日本や世界各国での平和運動と、宗教者による平和会議について交流しまし

た。 

 その後、国連内会議室で開催された「ウクライナ・ガザそしてイランと NPT」のサイ

ドイベントに参加。秋葉代表委員が「3 つの角度からアプローチ、①ワン オブ ゼム、

②すべての国が核武装するか先制不使用を宣言するのか、③市民意思統一のためのボイ

コット」についてスピーチされました。※通訳のない中での会議でした。 

六日目（30 日）は、なぜか体調を崩した人多数出ましたが、中満泉国連事務次長に

1000 万人署名の提出、懇親会などに参加しました。 

3 期連続で合意文書は採択されませんでしたが、核兵器保有国や非保有国の核兵器廃

絶を訴える著名人や団体など、訪米を通して市民レベルでの意見交換や交流を深めるこ

とができました。市民レベルでの核兵器廃絶に向けた議論は続きます。今日の核をめぐ

る情勢が厳しさを増す中「ネバーギブアップ」の精神で市民レベルでの核兵器廃絶に向

けた取り組みが必要です。 

 日本政府は、この間一貫して「核保有国と非保有国の橋渡しをするため」として核兵

器禁止条約に批准もオブザーバー参加もしていません。今回改めて NPT 再検討会議では

核兵器保有国がネックとなり核兵器廃絶に向けて限界があると痛感したはずです。被爆

国日本の責務としてこの秋に開催される核兵器禁止条約締約国会議に日本政府が最低で

もオブザーバー参加してリーダーシップをとって核兵器廃絶に向けて取りまとめる取り

組みを願うところです。 

 

 

第２９代高校生平和大使が決意表明 
 

 ２０２６年５月に選出された第２９代となる高校生平和大使（広島県選出３人）が、

被爆８１周年原水禁大会現地実行委員会に参加し、平和大使に就任した意気込みを語り

ました。 

 ３人の中で最年長となる坂本倖南（さかもとゆきな・山陽女学園高等部３年）さんは、

「平和を他人事だと感じている人に、私の言葉で平和を自分事だと感じてもらえるよう
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なきっかけになれるような平和大使に

なりたい」。岡田百加（おかだももか

・福山暁の星女子高等学校２年）さん

は、「平和は過去を忘れないことが前

提。様々な立場や歴史的背景を持つ人

々が対話を通して相互理解を深められ

る社会の実現に向け、まずは自ら学び、

そして自分の言葉で発信していきた

い」。最後に、矢澤輝一（やざわてる

かず・広島大学付属高等学校２年）さ

んは、「核兵器は国を守る道具ではな

く、人を殺す兵器。そうした共通認識

を若者に持たせるために、また、一人

でも多くの人に核兵器廃絶を自分ごと

として捉えてもらえるよう積極的に働きかけていきたい」と話されました。 

 平和大使３人は、８月に、スイス・ジュネーブにある国連欧州本部を訪れ、「核兵器

の廃絶と平和な世界の実現を求める署名」を提出し、核兵器廃絶を求めるスピーチを行

います。 

県原水禁と県平和運動センターでは、高校生平和大使の活動を支えるため、以下の通

りカンパ活動を取り組んでいます。是非多くの皆さんのご協力をお願いします。 

 

 

「第 29 代高校生平和大使」「高校生１万人署

名活動」カンパにご協力ください！ 
 

 

第 29 代となる高校生平和大使（広島県選出）の３人が決定しました。８月には、

スイス・ジュネーブにある国連欧州本部を訪れ、「核兵器の廃絶と平和な世界の実現

を求める署名」を提出し、核兵器廃絶を求めるスピーチを行います。 

平和大使の国連派遣や高校生１万人署名活動は、皆さまからの温かい募金なくして

は成り立ちません。とりわけ、航空運賃や国内宿泊費などの高騰で活動をささえてい

くことが大変厳しくなっています。是非、「ビリョクだけどムリョクじゃない」との

キャッチフレーズのもと、核兵器の廃絶に向けて活動する「高校生平和大使」「高校

生１万人署名活動」カンパにご協力をお願いします。 

 

カンパ額  団体＝１口/１０，０００円 

個人＝１口/ １，０００円 

振込先   中国労働金庫 本店営業部 

口座名：広島県平和運動センター 

口座番号：普通 ６９６６５５７ 

【取扱い団体】 

  広島県平和運動センター・原水爆禁止広島県協議会（広島県原水禁） 

  広島市西区横川新町 7-22  ☎ 082-503-5855 Fax082-294-4555 

意気込みを話す第２９代高校生平和大使（左か

ら矢澤さん、岡田さん、坂本さん） 
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5.15 沖縄平和行進 

平和は犠牲の上に成り立っていることを実感 
私鉄広島県協 広島バス支部 平井淳 

 

沖縄が日本に復帰して 54 年となる「（第 49 回）５・１５沖縄平和行進」が、５月

１５～１７日の日程で行われました。広島県からは１７人が参加し平和行進に参加する

とともに沖縄戦の遺跡をめぐり、沖縄の実相を学びました。ここでは、私鉄広島バスの

平井淳さんの感想を紹介します。 

◇ 

二泊三日の平和学習のため沖縄に行ってきました。今回の平和学習では、沖縄戦の歴

史や現在も続く基地問題について、実際

に自分の目で見て、耳で聞き、肌で感じ

ながら学ぶことができ、平和について改

めて深く考える大変貴重な機会となりま

した。 

初日は、那覇文化芸術劇場なはーとに

て全国結団式が行われました。全国各地

から多くの参加者が集まり、それぞれが

平和への思いを持って参加していること

を知りました。これまで戦争や沖縄につ

いて学ぶ機会はありましたが、実際に沖

縄の地を訪れて学ぶことに大きな意味があると感じ、これから始まる平和学習への期待

と同時に、自分自身もしっかり学ばなければならないという気持ちになりました。 

また、今回、広島からは 17 名で参加し、それぞれ産別の異なるメンバーと 3 日間行

動を共にしました。普段の仕事では関わる機会の少ない方々と交流を深めることができ

たことも、大きな収穫の一つでした。移動時間や食事の時間などを通じて、お互いの仕

事のことや平和に対する考え方などを話す機会があり、多くの刺激を受けました。同じ

目的を持って行動することで自然と距離も縮まり、平和について学ぶだけではなく、人

とのつながりの大切さも実感することができました。 

2 日目には、「基地のない沖縄、平和な日本、戦争のない世界」を目指し、2 つのコ

ースに分かれて平和行進が行われ、私たちは普天間飛行場周辺を歩きました。実際に歩

いてみると、想像していた以上に基地が広大で、住宅地や学校のすぐ近くに基地がある

ことに驚きました。ニュースでは見聞きしていましたが、自分の目で見ると感じ方がま

ったく違い、「もし自分がこの地域で生活していたら、どのような思いを抱くだろう」

と考えさせられました。基地問題は沖縄だけの問題ではなく、日本全体で考えなければ

ならない問題だと強く感じました。 

また、平和行進を通じて、多くの人が平和への願いを持ちながら行動していることを

知り、自分も平和についてもっと真剣に考えたいと思うようになりました。普段の生活

では平和が当たり前のように感じてしまいますが、その当たり前は決して当然ではなく、

多くの人の努力や犠牲の上に成り立っていることを改めて実感しました。 

3 日目には、糸数アブチラガマ、ひめゆりの塔、ひめゆり平和祈念資料館を見学しま

した。特に印象に残ったのは糸数アブチラガマです。実際に壕の中に入ると、暗く狭い

空間が広がっており、当時ここで多くの人が不安や恐怖の中で過ごしていたことを想像
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すると、とても胸が苦しくなりました。戦争は人の命だけではなく、日常や希望、未来

まで奪ってしまうものなのだと強く感じました。 

ひめゆりの塔や資料館では、若い学生たちが戦争に巻き込まれ、看護活動をしながら

命を落としていった歴史を学びました。本来であれば普通の学生生活を送り、夢や希望

を持って未来を歩んでいたはずの人たちが、戦争によってその人生を奪われたことに深

い悲しみを感じました。展示資料や体験談を見聞きする中で、「二度とこのような悲惨

な戦争を繰り返してはいけない」という思いが強く心に残りました。 

今回の平和学習を通じて、平和は決して当たり前ではなく、多くの尊い命の犠牲の上

に成り立っていることを改めて実感しました。また、17 名の仲間との交流を通じて、人

とのつながりの大切さや、平和について語り合うことの意義も学ぶことができました。

今回学んだことを忘れず、平和について考え続け、自分にできることを少しずつ行動に

移していきたいと思います。 

 

狭山事件の再審を求め市民集会 
 

 1963 年５月 23 日早朝当時 24

歳だった石川一雄さんが不当逮捕さ

れて 62 年、無罪を叫び続けた石川

一雄さんが、無罪がかなわぬまま昨

年の 3 月 11 日に 86 歳で帰らぬ人

となりました。 

 石川一雄さんの無罪を勝ち取るた

めの再審を求める市民集会が、日本

教育会館で行われ、部落解放広島県

共闘会議より 7 人（解放共闘 5 人、

福山市職労連合 2 人）が参加しまし

た。 

 集会冒頭、主催者を代表して西島藤彦部落解放同盟中央本部執委員長があいさつし、

第 4 次再審請求への支援とともに、再審法の改正が冤罪撲滅のための改正となるよう取

り組みの強化を呼びかけました。 

 登壇した石川早智子さんは「再審を勝ち取り無実の報告を天国の石川一雄に伝えた

い」と、思い出や葛藤、そして詩の好きな石川一雄さんのこれまでの詩に託した思いな

どが語られました。 

 集会では、石川一雄さんの無罪を勝ち取るまでを撮影した映画「うそがほんとに  ほ

んとがうそに」の PR 動画と金聖雄監督によるトーク、そして、今、国会で審議されて

いる再審法改正に向けて鴨志田祐美弁護士が「最新法改正の現在地 ～これまでの経緯

と、これからすべきこと～」と題して講演されました。その中で鴨志田弁護士は「自民

党が政府案をめぐって攻防を続け、不服申し立ての原則禁止を本則に入れ込ませた。提

出された再審法は、証拠開示など不備は多くあるが、自民党も巻き込んだ国会主導によ

る私たちのめざす再審法の改正に向けて力を注力していきましょう」と呼びかけました。 

 集会終了後参加者は都内をデモ行進し、市民集会を終了しました。 
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※日程表は 6 月 12 日時点のもので確定ではありません。 

【広島大会行事】
月日

（曜日）
定員 会　　　場 住　　　所　 TEL

8月
3～4日

代表者 自治労会館3F大会事務局 広島市西区横川新町7-22 082-503-5855

13:30 ～ 15:00 関係者 自治労会館3F大会議室 広島市西区横川新町7-22 082-503-5855

15:40 ～ 17:00 全員
平和公園

　～県立総合体育館

広島市中区中島町1

広島市中区基町4-1
082-228-1111

17:00 ～ 18:30 全員 広島県立総合体育館大アリーナ 広島市中区基町4-1 082-228-1111

9:30 ～ 12:30 ① 　平和と核軍縮Ⅰ－世界の核軍縮 280
広島YMCA本館地下1F
国際文化ホール

広島市中区八丁堀7-11 082-227-6816

9:30 ～ 12:30 ② 　平和と核軍縮Ⅱ－日本国内の情勢 180 RCC文化センター7F 広島市中区橋本町5-11 082-222-2277

9:30 ～ 12:30 ③ 　脱原発－脱原発の実現に向けて 120
広島YMCA2号館地下1F
コンベンションホール

広島市中区八丁堀7-11 082-227-6816

9:30 ～ 12:30 ④ 　ヒバクシャⅠ－被爆者の残された課題 120 ワークピア広島4F「芙蓉」 広島市南区金屋町1-17 082-261-8131

9:30 ～ 12:30 ⑤ 　ヒバクシャⅡ－世界のヒバクシャ 100 ワークピア広島3F「蘭」 広島市南区金屋町1-17 082-261-8131

9:30 ～ 12:30 ⑥ 　見て・聞いて・学ぼうヒロシマ 500
広島県民文化センター

多目的ホール
広島市中区大手町1-5-3 082-245-2311

9:30 ～ 12:30 ⑦ 　特別分科会「カタリバ2026」 50 ワークピア広島２F「桜」 広島市南区金屋町1-17 082-261-8131

14:00 ～ 16:30 ⑧ 　ヒバクを許さないつどい Part25 180 RCC文化センター7F 広島市中区橋本町5-11 082-222-2277

14:00 ～ 16:30 ⑨ 　女性のひろば 100 ワークピア広島3F「蘭」 広島市南区金屋町1-17 082-261-8131

14:00 ～ 16:30 ⑩ 　上関原発・中間貯蔵施設を考えるつどい 120
広島YMCA2号館地下1F
コンベンションホール

広島市中区八丁堀7-11 082-227-6816

14:00 ～ 16:30 ⑪
　話芸で学ぶ「平和と核」
　落語：古今亭菊千代／漫才：おしどりマコ・ケン

280
広島YMCA本館地下1F
国際文化ホール

広島市中区八丁堀7-11 082-227-6816

7:15 ～ 17:30 ⑫
　バスツアー大久野島「ヒロシマと戦争」
　※参加費8000円（弁当・お茶、保険料込み）

120 7:15平和公園資料館前集合 広島市中区中島町1

7:45 ～ 16:30 ⑬
　安野発電所「中国人強制連行・中国人被爆の歴史を歩く」
　※参加費6000円（弁当・お茶、保険料込み）

20 7:45平和公園資料館前集合 広島市中区中島町1

9:00 ～ 10:30 500
広島県民文化センター
多目的ホール

広島市中区大手町1-5-3 082-245-2311

10:30 ～ 11:00 500
広島県民文化センター
多目的ホール

広島市中区大手町1-5-3 082-245-2311

 

8:30 ～ 11:40
⑭
a

要申込
平和公園原爆供養塔前

　～メルパルク広島5F「桜」
広島市中区中島町1

14:00 ～ 16:30
⑭
b

要申込 ワークピア広島4F「芙蓉」 広島市南区金屋町1-17 082-261-8131

8月5日
（水）

16:00 ～ 18:00 2000 広島上野学園ホール 広島市中区白島北町19-1

8月6日
（木）

8:00 ～  8:40 平和公園慰霊碑前 広島市中区中島町1　広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式（広島市主催）

被爆81周年原水爆禁止世界大会　日程表
2026/6/12現在

　折鶴平和行進    ※15:50平和公園集合／16:00出発／17:00到着

　運営会議（全国代表･運営委員･地元実行委員）

8月4日
（火）

　代表登録　8月3日（月）13:00～17:00／8月4日（火）9:30～17:00

時　間 企　画　・　行　事　等　の　名　称

　被爆81周年原水爆禁止世界大会･広島大会　開会総会

●若者・子ども関連行事　※要申込

　被爆81周年原水爆禁止世界大会･広島大会　まとめ集会

分
科
会

　連合2026平和ヒロシマ集会（連合主催／原水禁・KAKKIN共催）

ひ
ろ
ば
・
フ

ィ
ー

ル
ド
ワ
ー

ク

●関連行事

8月5日
（水）

8月5日
（水）
午前

8月5日
（水）
午後

8月5日
（水）
全日

子どものひろば（平和公園フィールドワーク・被爆電車）

8月6日
（木）

　国際シンポジウム（同時通訳あり）

子どものひろば（大学生によるワークショップ型企画）


